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佐
々
木

 

了

慎

一
人
ひ
と
り
が
、
発
信
者

　
　
　
　
　
　
　
　御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

　

　
　
　
　
　
　
　
　山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長

　三み

　明あ
け

　淨
じ
ょ
う

　信し
ん

二
年
半
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
に
よ
る
影
響
は
、
世
界
を

大
き
く
ゆ
り
動
か
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

収
束
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
元

ど
お
り
に
な
る
か
は
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。

こ
の
間
を
振
り
返
る
時
、
身
近
に
お
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
し

た
。
一
点
に
絞
っ
て
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
は
葬
儀
に
関
連
す
る
事
柄
で
す
。

三
密
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
葬
儀
場

等
に
お
い
て
の
人
数
制
限
、
ま
た
、
お
斎

接
待
の
取
り
や
め
が
余
儀
な
く
通
常
化
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
生
じ
た
の
が〝
流

れ
焼
香
〟
で
す
。
当
初
は
、
違
和
感
を
い

だ
き
な
が
ら
参
列
し
て
い
た
の
が
、
い
つ

の
ま
に
か
普
通
と
し
て
受
け
容
れ
て
い
る

自
分
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
、
元
の
姿
に
も
ど

す
こ
と
を
常
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
策
の
一
環
と
し
て
、

山
陰
教
区
で
は
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）

年
度
実
践
運
動
教
区
委
員
会
事
業
計
画
を

推
進
す
る
た
め
三
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
伝
道
広
報
部
会
に
お
い
て
、

「
I
C
T
部
門（
I
T
・
オ
ン
ラ
イ
ン
部
門
）」

を
設
け
、
老
若
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
全
て

の
方
が
、
多
様
な
情
報
を
共
有
で
き
る
場

と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

先
に
ふ
れ
ま
し
た
葬
儀
等
の
仏
事
で
は
、

既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
遠
方
に
居
な

が
ら
、
そ
の
場
に
参
列
し
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
で
、
仏
縁
に
遇
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
活
用
は
、
過
疎
化
・
高

齢
化
・
核
家
族
化
等
の
対
策
に
有
効
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
寝
た
き
り
・
入
院
療
養
の

方
々
に
対
し
て
、
そ
の
場
で
、
仏
縁
に
遇
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
府
は
、
日
本
の
高
齢
化
の
進
ん
で
い

る
中
に
あ
っ
て
、
対
策
と
し
て
〝
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
〟
の
実
施
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
診
療

が
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
宅
以
外
で
も

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
向
で
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
、
当
教
区
オ
ン
ラ
イ
ン
等
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
数
箇
所
を
拠
点
（
核
）
と

し
て
、近
い
将
来
に
は
、全
寺
院
に
普
及
し
、

以
て
念
仏
の
声
が
隅
々
に
ゆ
き
わ
た
り
、

情
報
発
信
に
よ
っ
て
共
存
共
有
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
等
活
用
は
、
あ
く
ま
で
も

〝
全
員
聞
法
・
全
員
伝
道
〟
に
向
け
て
の
一

方
策
だ
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

合
掌

（
伝
道
広
報
部
会
「
I
C
T
部
門
（
I
T
・

オ
ン
ラ
イ
ン
部
門
）」
調
査
。
二
頁
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

蓮敬寺本堂横にある「寺 Café SARA」は、仏教書や絵本を置いた小さなブックカフェです。世代を問わず多くの人にお寺
や仏教が身近なものになってほしいという想いで、2015（平成 27）年に運営を開始しました。（住職・冨

ふ

金
きん

原
ばら

真
しん

慈
じ

）

寺院名物シリーズ　　江津組・蓮敬寺40
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（
七
月
二
十
日
現
在
）

ご
協
力
い
た
だ
い
た
個
人
・
団
体
の
方

一
七
〇
（
延
べ
数
）

届
け
て
い
た
だ
い
た
食
料
品
や
日
用
品
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
〇

お
米
　
約
四
三
〇
キ
ロ

お
菓
子
　
約
五
一
〇
食

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
　
約
五
五
〇
食

缶
詰
　
約
一
三
〇
個

調
味
料
　
約
一
七
〇
個

飲
料
水
　
約
二
三
〇
本

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
報
告

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
利
用
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告

実
践
運
動
教
区
委
員
会
等
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
伝
達
方
法
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
べ
き

と
の
意
見
を
多
く
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
山
陰
教
区
は
広
域
な
教
区
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

の
普
及
促
進
に
よ
っ
て
、
新
た
な
伝
道
教

化
施
策
の
一
方
策
と
し
て
、
さ
ら
に
、
出

席
者
の
負
担
低
減
や
教
区
財
政
の
節
約
も

期
待
で
き
る
と
の
意
見
も
あ
が
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
教
区
実
践
運
動
に
お
い
て
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
く
体
制
を
整
え
る
た

め
、
伝
道
広
報
部
会
に
お
い
て
、「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

部
門
（
Ⅰ
Ｔ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
部
門
）」
を
設

置
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
教
区
内
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
（
利
用
形
態
、
接

続
環
境
、
利
用
端
末
な
ど
）
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
教
区
内
全
寺
院
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
組
長
に
取
り
ま
と
め
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
教
務
所
で
集
約
。
そ
の
後
、
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
い
て
、
結
果
を
精
査
・
分

析
し
ま
し
た
。

今
後
、
ま
ず
は
教
区
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
の
拠
点
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る

寺
院
の
設
置
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
の
活

動
を
進
め
る
予
定
で
す
。

山陰教区
オンライン会議システム利用状況アンケート集計報告

山陰教区寺院数：408
アンケート回答数：241

回答率：59.1%

設問 回答 回答数 寺院数割合 回答数割合

1 ご自坊でオンライン会議システムに接続できますか？

できる 140 34.3% 58.1%
できない 76 18.6% 31.5%
わからない 24 5.9% 10.0%

【設問１で「できる」と回答された方】

2
ご自坊でオンライン会議システ
ムに接続できる場所をお教えく
ださい。
※複数回答可

本堂 56 13.7% 23.2%
庫裏 102 25.0% 42.3%
門徒会館 10 2.5% 4.1%
寺務所 22 5.4% 9.1%
自室 76 18.6% 31.5%
その他 0

3
ご自坊でオンライン会議システ
ムに接続できる機器をお教えく
ださい。
※複数回答可

パソコン 119 29.2% 49.4%
タブレット 43 10.5% 17.8%
スマートフォン 88 21.6% 36.5%
その他 0

4
オンライン会議システム接続時、
複数の人数で視聴できる機器が
ありましたら、お教えください。
※複数回答可

プロジェクターとスクリーン 37 9.1% 15.4%
テレビモニター 37 9.1% 15.4%
その他（デスクトップパソコン） 1 0.2% 0.4%

5

その他お持ちの機器をお教えく
ださい。
※複数回答可

会議用マイクスピーカー 19 4.7% 7.9%
ウェブカメラ 32 7.8% 13.3%
ヘッドセット 24 5.9% 10.0%
無線ルーター 92 22.5% 38.2%

その他の回答
ミキサー・照明・分配器・配信用マイク 1 0.2% 0.4%
マイクミキサー・カメラスイッチャー 1 0.2% 0.4%
独自チャットシステム・相談AIチャット 1 0.2% 0.4%

【設問１で「できない」と回答された方】　※「わからない」も含む
今後、ご自坊でオンライン会議
システムの環境を整えるご予定
はありますか？

ある 20 4.9% 8.3%

ない 70 17.2% 29.0%

そ
の
他
日
用
品
（
洗
剤
・
タ
オ
ル
等
）

お
届
け
し
た
場
所

【
鳥
取
県
】

鳥
取
県
庁
、中
部
総
合
事
務
所
、西
部
総
合
事
務
所

【
島
根
県
】

県
内
八
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

安
来
市
　
二
回
、
松
江
市
　
六
回
、
出
雲
市
　
六

回
、
雲
南
市
　
三
回
、
大
田
市
　
二
回
、
江
津
市
　

二
回
、
浜
田
市
　
一
回
、
益
田
市
　
一
回

ま
た
、
五
月
十
八
日
開
催
の
仏
教
婦
人
会
連
盟
総

会
で
実
施
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
様
子
が
、
山
陰

中
央
新
報
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
五
月
二
十
七
日
）

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
へ
、
今
後
も

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仏婦連盟総会（松江テルサ）で、仏婦委員長・副委員
長から松江市社会福祉協議会へお渡ししました。
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１
．
日
　
　
時
　�

二
〇
二
二（
令
和
四
）年

六
月
十
七
日
（
金
）　

十
三
時
三
十
分
～
十
五

時
三
十
五
分

２
．
会
　
　
場
　�

本
願
寺
山
陰
教
堂
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー�

研
修
室

３
．
出�

席�

者
　�

委
員
二
十
九
名
　
　
　

※
欠
席
者
九
名

４
．
協
議
事
項

　（
１
）�

役
職
者
選
出
・
担
当
者
会
承
認

に
つ
い
て

　
①
正
・
副
委
員
長
選
出

　
　
　
委
員
長
　
佐
々
木
了
慎�

教
務
所
長

　
　
　
副
委
員
長
　
月
洞
昇
道�

委
員

　
　
　
副
委
員
長
　
三
明
淨
信�

委
員

　
②�

中
央
委
員
会
委
員
（
教
区
代
表
）

選
出

　
　
　
中
央
委
員
会
委
員
　
波
北
　
顕�

委
員

　
③
部
会
・
部
員
選
定

　
　
　
各
部
会
・
部
員
　
※
名
簿
参
照

　
④
正
・
副
部
長
選
出

　
　〈
同
朋
・
社
会
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
朝
枝
　
成�

委
員

　
　
　
副
部
長
　
菅
原
　
憲�

委
員

　
　〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
髙
津
眞
悟�

委
員

　
　
　
副
部
長
　
武
田
正
文�

委
員

　
　〈
伝
道
・
広
報
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
松
林
　
茂�

委
員

　
　
　
副
部
長
　
柳
樂
由
乗�

委
員

　
⑤
常
任
委
員
選
出

　
　
　
常
任
委
員
　
※
名
簿
参
照

　
⑥
担
当
者
会
承
認

　
　
　
各
担
当
者
　
※
名
簿
参
照

　（
２
）
部
会
協
議

　�

各
部
会
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議

　（
３
）
全
体
会

　�

各
部
会
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
報
告

　〈
同
朋
・
社
会
部
会
〉

　
・�

同
朋
社
会
研
修
会
を
六
月
二
十
八

日
（
火
）
に
出
雲
市
民
会
館
に
て

開
催
。

　
・�「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
」
を
継
続

し
て
実
施
す
る
。

　
・�

部
落
解
放
島
根
県
講
座
へ
の
参
加

と
、
各
組
、
教
化
団
体
等
に
対
し
、

冊
子
「
み
教
え
と
差
別
の
現
実
」

を
活
用
し
た
研
修
会
の
実
施
を
奨

励
す
る
。

　�

・
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要「
平

和
の
鐘
」
の
実
施
を
奨
励
す
る
。

　〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
〉

　
・�

連
研
に
つ
い
て
、
例
年
を
踏
襲
し

た
形
で
継
続
す
る
。

　
・�

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
、
寺
院
子
弟
と
の
繋

が
り
を
中
心
に
研
修
会
等
を
実
施

す
る
。

　
・�

ご
縁
ま
ち
交
流
に
つ
い
て
、
過
疎

対
策
を
含
め
今
後
協
議
を
重
ね

る
。

　〈
伝
道
・
広
報
部
会
〉

　
・�

僧
侶
研
修
会
に
つ
い
て
、
山
陰
教

堂
を
主
会
場
と
し
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
行
い
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を

設
け
る
予
定
。（
会
場
は
東
西
二
ヶ

寺
）

　
・�

山
陰
妙
好
人
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行

に
向
け
、
担
当
者
会
で
協
議
を
進

め
る
。

　
・�

勤
式
練
習
所
は
、「
親
鸞
聖
人
御

誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗

八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
を
お
迎
え

す
る
に
あ
た
り
制
定
さ
れ
た
「
新

制
　
御
本
典
作
法
」
を
中
心
に
講

義
を
行
う
。

　
・�

教
区
報
「
山
陰
」
に
つ
い
て
、
今

年
度
三
回
発
行
し
、
フ
ル
カ
ラ
ー

と
す
る
。

　
・�

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
利
用

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
の
精
査
・
分
析

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動（
実
践
運
動
）

山
陰
教
区
委
員
会
（
総
会
）
報
告

を
踏
ま
え
、
配
信
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
る
。

　（
４
）
そ
の
他
（
事
務
局
報
告
）

　
・�

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
対
す
る
総
長
声
明
、
及
び

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

非
難
し
、
戦
争
の
早
期
終
結
を
願

う
宗
会
決
議
に
つ
い
て

　
・�「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金
」

の
募
集
案
内

　
・�「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳

簿
の
取
り
扱
い
基
準
」
の
徹
底
に

つ
い
て
の
お
願
い

　
・�

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
利
用

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告
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№ 組名 寺院名 実践運動委員 期数 役職・部会 備考
1 山陰教区教務所 佐々木了慎 ※ ― 委員長 教務所長
2 三　　隅 禮光寺 月洞　昇道 ※ 2期 副委員長 教区会議長
3 大 田 西 照善坊 三明　淨信 ※ 2期 副委員長 組長会長
4 浜　　田 金藏寺 朝枝　　成 ※ 2期 同朋・社会部会部長 組選出者
5 大 田 東 正藏坊 菅原　　憲 2期 同朋・社会部会副部長 組選出者
6 松　　江 本誓寺 澤田　暉夫 2期 同朋・社会部会 教区会副議長
7 松　　江 眞光寺 吉田　史章 ※ 2期 同朋・社会部会 組長会副会長
8 江　　津 西教寺 三谷　卓良 4期 同朋・社会部会 ビハーラ山陰
9 川　　本 法隆寺 岩　　義博 2期 同朋・社会部会 組選出者
10 千 須 賀 眞淨寺 毛利　孔晶 3期 同朋・社会部会 組選出者
11 邑 智 西 善教寺 服部　法子 4期 同朋・社会部会 組選出者
12 三　　隅 浄蓮寺 早川　寛之 2期 同朋・社会部会 組選出者
13 益　　田 安養寺 山鳥　一道 2期 同朋・社会部会 組選出者
14 鹿　　足 正法寺 須山　成顕 4期 同朋・社会部会 組選出者
15 大 田 中 淨福寺 髙津　眞悟 ※ 2期 寺院活動支援部会部長 組選出者
16 邑 智 東 高善寺 武田　正文 3期 寺院活動支援部会副部長 仏教青年連盟 /子ども・若者ご縁づくり
17 鹿　　足 圓教寺 橋本　正嗣 ※ 1期 寺院活動支援部会 門徒総代会
18 松　　江 明宗寺 福原　一宇 ※ 3期 寺院活動支援部会 門徒推進員
19 出　　雲 専立寺 矢野ゆう子 ※ 2期 寺院活動支援部会 仏教婦人会連盟
20 松　　江 勝願寺 舟谷　法子 2期 寺院活動支援部会 保育連盟
21 江　　津 光善寺 波北　　顕 ※ 5期 寺院活動支援部会�中央委員 少年連盟
22 鳥取因幡 浄徳寺 小畑　　厚 ※ 1期 寺院活動支援部会 仏教壮年会連盟
23 出　　雲 源光寺 西谷　京子 ※ 2期 寺院活動支援部会 寺族婦人会連盟
24 三　　隅 淨圓寺 田中　宣隆 2期 寺院活動支援部会 過疎対応支援員
25 出 雲 南 善德寺 楠　　縁人 2期 寺院活動支援部会 組選出者
26 飯　　南 真向寺 吉川　光城 1期 寺院活動支援部会 組選出者
27 佐　　波 浄土寺 西原　真公 5期 寺院活動支援部会 組選出者
28 川　　本 福泉寺 松林　　茂 ※ 5期 伝道・広報部会部長 教区会議員
29 出　　雲 龍善寺 柳樂　由乗 4期 伝道・広報部会副部長 組選出者
30 邑 智 東 眞清寺 瑞光　倫浩 2期 伝道・広報部会 布教団
31 三　　隅 妙蓮寺 小原　靜伍 3期 伝道・広報部会 勤式指導員
32 鳥取因幡 願正寺 衣笠　告也 2期 伝道・広報部会 組選出者
33 鳥取伯耆 真光寺 藤谷　顕正 2期 伝道・広報部会 組選出者
34 松　　江 西宗寺 高野　　睦 2期 伝道・広報部会 組選出者
35 神　　門 西圓寺 佐々木弘信 2期 伝道・広報部会 組選出者
36 大 田 西 瑞泉寺 三明　慶輝 2期 伝道・広報部会 組選出者
37 邑 智 東 西林坊 澤田　誠之 2期 伝道・広報部会 組選出者
38 江　　津 浄光寺 能美　顕之 2期 伝道・広報部会 組選出者

「御同朋の社会をめざす運動」山陰教区委員会委員名簿（部会別）
任期：2022（令和4）年4月1日～2024（令和6）年3月31日

「御同朋の社会をめざす運動」山陰教区委員会 担当者名簿
任期：2022（令和4）年4月1日～2024（令和6）年3月31日

所掌部会 担当名 担当者

同朋・社会部会 同朋社会研修会担当

朝枝　成（担当長）菅原　憲（副担当長） 澤田　暉夫 吉田　史章 三谷　卓良

岩　　義博 毛利　孔晶 服部　法子 早川　寛之 山鳥　一道

須山　成顕

寺院活動支援部会

連研担当 吉川光城（担当長）金盛麻衣子（副担当長） 福原　一宇 市野　覚生

子ども・若者
ご縁づくり担当 武田正文（担当長） 西原　真公 唐溪　悦子 朋澤　融智

ご縁まち交流担当 楠　縁人（担当長）西原真公（副担当長） 田中　宣隆

伝道・広報部会

カレンダー担当 梅田淳敬（担当長）衣笠告也（副担当長） 大草　顕信 菅原　昭生 菅　　和順

教区報担当
瑞光倫浩（担当長）上杉信成（副担当長） 柳樂　由乗 鈴木　二朗 菅原　敦樹

岡本　一代 岡﨑　正興

僧侶研修会担当
松林　茂（担当長）柳樂由乗（副担当長） 瑞光　倫浩 衣笠　告也 藤谷　顕正

高野　　睦 佐々木弘信 三明　慶輝 澤田　誠之 能美　顕之

勤式担当 小原靜伍（担当長）山﨑崇峰（副担当長） 藤野　敬信 佐々木かおり 朋澤　融智

※印は常任委員会委員
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青
年
布
教
使
大
会
・
青
年
布
教
使
研
修
会

三
隅
組

　明
顯
寺

　佐さ

さ々

木き

か
お
り

こ
の
た
び
は
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

三
月
十
五
日
に
、
青
年
布
教
使
大
会
及
び

青
年
布
教
使
研
修
会
を
本
願
寺
山
陰
教
堂

を
会
処
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「

オ
ン
ラ
イ
ン
布
教
に
つ
い
て
」
を
全

体
の
テ
ー
マ
と
し
、
藤
井
大ひ
ろ

樹き�

師
（
安
芸

教
区
沼
田
組
教
雲
寺
住
職
）
を
ご
講
師
に

お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

布
教
大
会
で
は
、
実
演
者
は
本
堂
に
て

カ
メ
ラ
の
前
で
た
っ
た
一
人
で
布
教
し
、

そ
の
他
の
参
加
者
は
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に

設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
で
お
聴
聞
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
、
新
し
い
や
り
方
を
用
い
ま

し
た
。
私
も
実
演
者
の
一
人
で
あ
り
、
反

応
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
状
況
で
の
布

教
は
、
大
変
怖
い
も
の
で
あ
り
孤
独
な
も

の
で
し
た
。

研
修
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
講

師
自
ら
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
配
信
シ
ス

テ
ム
を
使
い
な
が
ら
、
配
信
す
る
場
合
の

注
意
点
、
オ
ン
ラ
イ
ン
布
教
で
布
教
す
る

側
と
し
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
工
夫
、
配

信
時
の
機
材
に
つ
い
て
な
ど
を
、
布
教
使

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
講
師
が
自
ら

の
経
験
を
交
え
講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
布
教
は
代
替
案
で
は
あ
る
が
、

相
手
に
よ
っ
て
は
選
択
肢
の
出
現
で
あ

る
」
と
い
う
お
言
葉
で
す
。
そ
れ
ま
で
体

が
不
自
由
だ
っ
た
り
ご
縁
が
な
か
っ
た
り

で
、
仏
教
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら
も
お
寺

に
参
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
と
っ

て
は
、
自
宅
で
そ
の
ご
縁
に
遇
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
布
教
使
の
持
つ
、
阿
弥
陀
さ

ま
の
み
教
え
を
伝
え
る
と
い
う
目
標
に
合

致
し
た
も
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
布
教
と
い
う
の
は
未
経
験

の
布
教
使
も
多
く
、
抵
抗
感
を
持
つ
布
教

使
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
自
分
も
含
め
た
、

戸
惑
い
の
中
に
い
る
布
教
使
の
最
初
の

ハ
ー
ド
ル
を
少
し
で
も
下
げ
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
の
思
い
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
布
教
の
現
場
は
激
変

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
手

不
得
手
は
あ
り
ま
す
が
、
布
教
さ
せ
て
い

た
だ
く
手
段
が
増
え
た
こ
と
で
で
き
る
こ

と
も
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
健
や
か
に
布

教
し
お
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

二
期
四
年
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
青

年
代
表
の
最
後
の
年
に
、
実
り
あ
る
研
修

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
野
球
大
会
に

参
加
し
て

邑
智
西
組

　光
西
寺

　石い
し

　
橋ば
し

　
直な
お

　
人と

五
月
十
七
日
に
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺

族
野
球
大
会
が
備
後
教
区
担
当
の
も
と
、

広
島
県
尾
道
市
の
び
ん
ご
運
動
公
園
内
の

し
ま
な
み
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
一
昨
年
と
昨
年
は
行
わ
れ

ず
、
三
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
山
陰
教
区
寺
族
野
球
部
は
四
州
教

区
寺
族
野
球
部
と
の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
し
、
備
後
教
区
の
備
龍
会
チ
ー
ム
、

山
口
教
区
の
長
州
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
ま

し
た
。

結
果
は
備
龍
会
チ
ー
ム
に
は
敗
れ
、
長

州
チ
ー
ム
に
は
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
一

勝
一
敗
で
四
チ
ー
ム
参
加
の
中
、
三
位
で

し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
不
足
や
準
備
不
足
も
あ

り
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
そ
れ
に

よ
り
思
う
よ
う
な
プ
レ
イ
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
三
年
ぶ
り
に
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
の
試
合
が
で
き
た
こ
と
や
久
々
に
野
球

場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
大
変
な
感
謝
と
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
中
止
ま
た
は
延
期
、
変
更
し
て
の
開
催

が
多
い
中
、
こ
の
た
び
の
寺
族
野
球
の
開

催
に
あ
た
り
、
担
当
の
備
後
教
区
や
備
龍

会
さ
ま
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
は

多
大
な
る
尽
力
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
感
謝
で
す
。

期
　
日
　�

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
　
　

五
月
十
八
日
（
水
）

会
　
場
　�

松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
松
江
テ
ル
サ

参
加
者
　
九
十
九
名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
二
年
続
け
て
中
止
と
な
っ

た
総
会
・
研
修
会
を
、
三
年
振
り
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
人
数
を

制
限
し
、
日
程
も
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
に
、
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
中
止
と
な
っ
た
年
度
の
決

算
や
事
業
に
つ
い
て
改
め
て
承
認
を
い
た

だ
き
、
前
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
並

び
に
今
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
に
つ

い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
仏
婦
総
連
盟
講
師
の
中

川
清
昭�

先
生
（
福
岡
教
区�

御
笠
組�

願
應

寺
）
か
ら
、「
み
仏
の
願
い
に
か
な
う
生

き
方
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
題
し
、
平
成

三
十
年
に
改
訂
さ
れ
た
仏
教
婦
人
会
綱
領

に
込
め
ら
れ
た
願
い
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度 

仏
教
婦
人
会
連
盟 

総
会
・
研
修
会
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業
と
決
算
報
告
・
役
員
改
選
・
今
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
前
に
研
修
会
が
開
か
れ
、
こ
の

た
び
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

上
級
研
究
員
の
田
中
真�

師
を
講
師
に
迎
え

「『
浄
土
真
宗
の
み
教
え
』
に
つ
い
て
」
と

題
し
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
昨
年
の
「
立
教
開
宗
記
念

法
要
・
春
の
法
要
」
に
お
い
て
、
ご
門
主

さ
ま
が
お
示
し
に
な
ら
れ
た
ご
親
教
を
、

段
落
ご
と
に
あ
ら
た
め
て
拝
読
し
、
中
で

も
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
に
学
び
、
ご
法
義

が
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
お
示
し
く

だ
さ
っ
た
「
浄
土
真
宗
の
み
教
え
」
を
、

一
行
ず
つ
丁
寧
に
味
あ
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
一
九
五
八
年

に
は
「
浄
土
真
宗
の
生
活
信
条
」、

一
九
六
七
年
と
二
〇
〇
八
年
に
は
「
浄
土

真
宗
の
教
章
」、
近
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

二
〇
一
六
年
に
は
「
念
仏
者
の
生
き
方
」、

二
〇
一
八
年
に
は
「
私
た
ち
の
ち
か
い
」、

そ
し
て
こ
の
た
び
の
「
浄
土
真
宗
の
み
教

え
」
と
、
時
代
や
世
の
中
の
状
況
に
し
っ

か
り
と
目
を
向
け
ら
れ
、
導
い
て
く
だ
さ

る
ご
門
主
さ
ま
の
お
言
葉
に
我
が
身
を
知

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
四
月
二
十
二

日
（
金
）、山
陰
教
堂
に
て
、二
〇
二
二
（
令

和
四
）
年
度
「
布
教
団
総
会
・
研
修
会
」
が
、

三
十
三
名
の
参
集
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
北
島
清
秀
副

団
長
が
議
長
を
務
め
ら
れ
、
昨
年
度
の
事

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度
布
教
団
総
会
・
研
修
会

大
田
中
組

　浄
土
寺

　大お
お

　原は
ら

　浩こ
う

　市い
ち

ら
さ
れ
ま
す
。

考
え
て
み
ま
す
と
私
は
、
体
裁
ば
か
り

を
気
に
し
て
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
手
紙
な
ど
に
お
い
て
も
難
し
い
言
葉

を
並
べ
立
て
、
あ
た
か
も
「
私
は
知
っ
て

い
る
ん
だ
ぞ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
恰

好
を
つ
け
一
方
的
に
伝
え
る
ば
か
り
、
思

い
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
切
な
布
教
の
場
で

も
同
じ
で
す
。

す
ぐ
に
横
道
に
そ
れ
て
迷
い
が
多
い
私

を
ご
心
配
さ
れ
、
歴
代
の
ご
門
主
さ
ま
方

は
た
く
さ
ん
の
お
言
葉
を
届
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

私
た
ち
僧
侶
は
、
門
信
徒
の
方
々
よ
り

み
教
え
を
味
わ
う
ご
縁
に
多
く
恵
ま
れ
て

山陰教区布教団役員名簿

役�職 組�名 寺院名 氏�名

団　　長 山陰教区教務所 佐々木　了慎

副 団 長 神　門　組 乗光寺 北島　清秀

副団長（代表委員） 大 田 西 組 願林寺 窪田　英俊

副 団 長 邑 智 東 組 眞清寺 瑞光　倫浩

委　　員 鳥取伯耆組 妙寂寺 兜坂　彰英

委　　員 飯　南　組 西正寺 佐和田　裕

委　　員 大 田 中 組 長泉寺 中村　英晴

委　　員 佐　波　組 浄土寺 西原　真公

委　　員 三　隅　組 禮光寺 月洞　昇道

委　　員 浜　田　組 正念寺 藤澤　行治

女性代表 三　隅　組 明顯寺 佐々木��かおり

青年代表 邑 智 東 組 西福寺 小笠原　宣隆

監　　事 出　雲　組 覚専寺 佐々木　俊敎

監　　事 浜　田　組 淸岸寺 服部　浩明

幹　　事 山陰教区教務所 黒河　敬生

任期：2022（令和4）年4月1日～2024（令和6）年3月31日

い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
大

切
に
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
わ
か
り
や

す
く
「
伝
わ
る
」
ご
法
話
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
念
仏
者
と
し
て
の
生
き

方
を
示
し
て
く
だ
さ
る
ご
門
主
さ
ま
の
お

言
葉
に
、
あ
ら
た
め
て
励
ま
さ
れ
た
研
修

会
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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期
　
日
　
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

　
　
　
　
九
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　�〈
平
和
の
鐘
実
施
時
間
〉　
　
　

午
後
一
時
十
五
分
～
一
時
二
十

分

戦
争
に
よ
っ
て
尊
い
い
の
ち
を
失
わ
れ

た
す
べ
て
の
方
が
た
を
追
悼
し
、
悲
惨
な

戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
平
和
へ
の
決
意
を
確
認
す
る
た
め
、

今
年
で
四
十
二
回
目
と
な
る
「
千
鳥
ヶ
淵

全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
が
国
立
・
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
法
要
に
あ
わ
せ
、
恒
久
平
和
へ

の
願
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、「
平
和
の

鐘
」
が
撞
か
れ
ま
す
。

同
日
、同
時
刻
に
各
寺
院
で
も
梵
鐘(

ま

た
は
喚
鐘
な
ど)

を
お
撞
き
い
た
だ
き
、

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
か
ら
発
信
す
る
平

和
へ
の
願
い
を
全
国
に
ひ
ろ
げ
る
「
平
和

の
鐘
」
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者

追
悼
法
要

「
平
和
の
鐘
」

実
施
に
ご
協
力
を

五
月
二
十
七
日
（
金
）、
山
陰
教
堂
教

化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
て
、
今
年
度
「
山

陰
教
区�
勤
式
練
習
所
」
の
第
一
回
講
義
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
所
式
に
引
き
続
き
、「
仏
具
の
法
式

故
実
」
に
つ
い
て
、
小
笠
原
弘
之�

師
（
大

田
中
組
玉
泉
寺
）
か
ら
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
香
炉
、
花
瓶
、
灯
籠
な
ど
、
各

ご
寺
院
で
普
段
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
仏
具

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
生
由
来
や
本

願
寺
で
の
由
来
な
ど
、
資
料
を
も
と
に
丁

寧
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
勤
式
練
習
所
は
、
計
五
回
の

講
義
を
開
催
し
ま
す
。
来
年
、
本
山
で
厳

修
さ
れ
る
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」、
そ
し

て
、
十
月
三
日
に
厳
修
す
る
山
陰
教
区
・

山
陰
教
堂
の
お
待
ち
受
け
法
要
に
向
け
、

「
新
制�

御
本
典
作
法
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講

義
を
中
心
に

行
い
ま
す
。

お
申
し
込
み

は
随
時
受
け

付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、

教
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 二

〇
二
二（
令
和
四
）年
度

勤
式
練
習
所

六
月
三
日
（
金
）
と
六
月
六
日
（
月
）、

宗
務
所
と
山
陰
教
堂
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
で
接
続
し
、
公
聴
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
公
聴
会
は
、
教
区
開
催
日
に

基
本
会
場
（
山
陰
教
堂
）
で
参
加
、
教
区

開
催
日
に
W
e
b
参
加
（
視
聴
の
み
）、
期

間
限
定
で
配
信
さ
れ
る
動
画
の
視
聴
と
、

複
数
の
参
加
方
法
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
宗
派
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
「
新
た
に
め
ざ
す
持
続
可
能
な
宗

務
組
織
を
構
築
す
る
た
め
の
具
体
策
」
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
四

月
か
ら
の
賦
課
基
準
の
見
直
し
案
を
総
局

と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
宗

門
財
政
構
想
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
第
二

次
答
申
）」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
に
対
し
、
教
堂
に
て

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、
積
極
的
に
ご
質
問
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度

公
聴
会
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六
月
三
十
日
（
木
）
に
、
第
四
連
区
布

教
使
研
修
会
が
山
陰
教
区
担
当
の
も
と
、

他
教
区
に
お
い
て
は
各
教
務
所
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
今
回
、
布
教
団
入
団
後
初
め
て
本

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
最
初
に
同
朋
研
修
と
し
て
、
布

教
団
連
合
同
朋
研
修
講
師
の
麻
田
秀
潤�

師

か
ら
、「
み
教
え
と
差
別
の
現
実
」
と
題
し
、

「
差
別
表
現
①
栴
陀
羅
」
に
つ
い
て
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旃
陀
羅
を
始
め
と
す
る
経
典
に
お
け
る

差
別
表
現
は
、
現
代
に
お
い
て
決
し
て
人

に
向
け
て
使
っ
て
良
い
言
葉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
の
言
葉
が
経
典
の
中
で

本
来
ど
う
説
か
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
背

景
を
知
り
、
そ
の
言
葉
を
本
願
の
う
え
で

ど
う
い
た
だ
く
の
か
が
、
布
教
に
お
い

て
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。そ

の
後
の
研
修
で
は
、
築
地
本
願
寺
宗

務
長
の
安
永
雄
玄�
師
か
ら
、
本
研
修
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る
、「『
伝
え
る
伝
道
』
か
ら

『
伝
わ
る
伝
道
』
へ
」
に
つ
い
て
、
築
地

本
願
寺
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
義
の
中
で
、
先
生
ご
自
身
が
銀
行

員
を
経
て
ご
覧
に
な
ら
れ
た
寺
院
の
実
態

に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、
伝
道
と
い
う

こ
と
は
話
す
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
や
視
点
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。
も
っ
と
広
い
視
野

を
持
つ
こ
と
で
、「
伝
え
る
伝
道
」
か
ら
「
伝

わ
る
伝
道
」
へ
の
取
り
組
み
方
の
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
講
義
の
中
で
、
先
生
が
宗
務

長
に
就
任
さ
れ
て
寺
全
体
が
見
え
や
す
い

よ
う
に
、
築
地
本
願
寺
境
内
の
樹
木
を
伐

り
、
景
観
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
で
寺
の

印
象
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
身
近
に

で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て

い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
教

え
て
い
た
だ

い
た
研
修
会

で
し
た
。

第
四
連
区
布
教
使
研
修
会
に
参
加
し
て

三
隅
組

　西
方
寺

　河こ
う

　
野の

　
慈よ
し

　
演の
ぶ

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
六
月
四
日

（
土
）、
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

に
て
山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
参
加
人
数
を
制
限
し
、
日
程
を
半
日

と
し
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
開
催
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
総
会
を
行
い
、
前
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
続
い
て
本

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
と
も
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
講
師
は
、
出
雲
南
組
善
徳
寺

仏
教
壮
年
会
会
長
で
あ
り
、
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
堀
江
安
男�

氏
。「
大
雨
災

害
と
命
を
守
る
行
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
仏
教
壮
年
会
連
盟�

活
動
方

針
・
事
業
計
画
の
重
点
目
標
の
「（
五
）
災

害
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
行
い
、
被
災
地
・

被
災
者
へ
の
継
続
的
支
援
活
動
を
実
施
す

る
。」
と
い
う
項
目
を
踏
ま
え
、
近
年
日

本
中
で
大
雨
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
昨
年
七
月
に
山
陰
で
も
大
雨
に
よ
る

災
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
梅
雨
入
り

前
に
正
し
い
知
識
を
備
え
て
お
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
講
義
で
し
た
。

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度

仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・
研
修
会

気
象
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
天
気
予
報
の
見
方
や
、
局
地
的
豪

雨
が
発
生
す
る
原
因
の
解
説
、
昨
年
の
七

月
十
二
日
に
島
根
で
起
こ
っ
た
豪
雨
災
害

を
例
に
、
局
地
的
豪
雨
か
ら
冠
水
に
至
る

ま
で
の
経
過
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

災
害
時
に
は
、「
ま
だ
大
丈
夫
」、「
今
ま

で
問
題
な
か
っ
た
か
ら
今
回
も
大
丈
夫
」

と
い
う
勝
手
な
思
い
込
み
を
し
て
避
難
が

遅
れ
る
原
因
と
な
る
と
の
こ
と
。
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い

う
思
い
込
み
に
囚
わ
れ
ず
、
防
災
意
識
を

よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
研

修
会
で
し
た
。
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【歳　入】 【歳　出】 

２０２１（令和３）年度 山陰教区一般会計歳計決算

款　　　　　項 2021年度決算額 2021年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 34,828,425 34,900,000 △�71,575

1 本年度賦課金 34,828,425 34,900,000 △�71,575

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 10,066,100 10,020,000 46,100

1 宗派助成金 10,066,100 10,020,000 46,100

3 願記手数料 1,687,000 1,700,000 △�13,000

1 願記手数料 1,687,000 1,700,000 △�13,000

4 回　　　　金 670,000 670,000 0

1 回　　　金 670,000 670,000 0

5 雑　　収　　入 1,683,544 1,400,741 282,803

1 雑　　収　　入 1,683,544 1,400,741 282,803

6 前年度繰越金 10,609,259 10,609,259 0

1 前年度繰越金 10,609,259 10,609,259 0

歳入合計 59,544,328 59,300,000 244,328

【歳　出】 
款　　　項　　　目 2021年度決算額 2021年度予算額 対比※超過

1 教区事業費 9,923,008 10,840,000 916,992

1 総合教化企画費 1,180,649 1,500,000 319,351

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 1,180,649 1,500,000 319,351

2 教化費 2,763,729 3,520,000 756,271

1 寺院機能振興費 282,584 600,000 317,416

2 婦人青少年費 736,000 910,000 174,000

3 総代・壮年費 290,000 290,000 0

4 研修費 455,434 600,000 144,566

5 矯正福祉費 200,000 270,000 70,000

6 文書伝道費 796,031 800,000 3,969

7 教化活動費 3,680 50,000 46,320

3 助成費 4,717,021 4,720,000 2,979

1 布教団助成金 280,000 280,000 0

2 各種団体助成金 330,000 330,000 0

3 地方教化助成費 4,107,021 4,110,000 2,979

4 災害対策費 1,261,609 1,100,000 ※161,609

1 災害活動費 1,261,609 1,100,000 ※161,609

2 会議費 989,613 1,450,000 460,387

1 会議費 989,613 1,450,000 460,387

1 教区会議費 712,572 900,000 187,428

2 組長会費 267,241 400,000 132,759

3 各種会議費 9,800 100,000 90,200

4 職員会議費 0 50,000 50,000

3 教務所費 20,807,705 22,160,000 1,352,295

1 人件費 17,669,077 18,030,000 360,923

1 教務所職員俸給 11,151,000 11,200,000 49,000

2 賞与 2,167,875 2,170,000 2,125

3 退職交付金 0 10,000 10,000

款　　　項　　　目 2021年度決算額 2021年度予算額 対比※超過

4 福祉費 2,342,602 2,500,000 157,398

5 諸手当 1,957,600 2,100,000 142,400

6 教区勤式指導員事務費 50,000 50,000 0

2 事務費 2,690,868 3,250,000 559,132

1 通信印刷費 1,180,012 1,400,000 219,988

2 事務消耗品費 464,119 600,000 135,881

3 事務諸費 810,237 1,000,000 189,763

4 備品費 236,500 250,000 13,500

3 旅費 164,657 400,000 235,343

1 交通費 164,657 400,000 235,343

4 諸費 283,103 480,000 196,897

1 慶弔供奠費 149,000 150,000 1,000

2 接待費 4,730 30,000 25,270

3 渉外費 0 100,000 100,000

4 雑費 129,373 200,000 70,627

4 回金 12,181,426 12,250,000 68,574

1 回金 12,181,426 12,250,000 68,574

1 山陰教堂運営費 10,231,426 10,300,000 68,574

2 災害対策費 700,000 700,000 0

3 退職積立金 1,000,000 1,000,000 0

4 子ども・若者推進事業費 50,000 50,000 0

5「各種法要」積立金 0 0 0

6 平衡資金 0 0 0

7 慶讃法要費 200,000 200,000 0

5 宗会議員選挙費 102,021 200,000 97,979

1 宗会議員選挙費 102,021 200,000 97,979

1 宗会議員選挙費 102,021 200,000 97,979

6 予備費
（161,609）

0
12,400,000

（12,238,391）

12,400,000

1 予備費
（161,609）

0
12,400,000

（12,238,391）

12,400,000

歳出合計 44,003,773 59,300,000 15,296,227

歳入合計 59,544,328

歳出合計 44,003,773

差引残高 15,540,555

自�2021 年 4 月�1 日　至�2022 年 3 月 31 日
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「
小
さ
な
一
歩
を
丁
寧
に
」

松
江
組

　
実
践
運
動
委
員

　高

　
野

　
宗

　
睦

た
か

の

そ
う

ぼ
く

松
江
組
は
、
安
来
・
松
江
の
二
市
に

十
二
ヶ
寺
、
仁
多
郡
一
ヶ
寺
、
隠
岐
郡
に

住
職
不
在
寺
院
三
ヶ
寺
を
含
め
た
五
ヶ
寺

の
十
八
ヶ
寺
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
事
情
は
、
他
地
域
と
変
わ
ら
な

い
状
況
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や

環
境
状
況
が
大
き
く
異
な
る
中
、「
日
常

の
寺
院
活
動
｜
寺
院
機
能
の
活
性
化
に
向

け
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う
｜
」
を
組
の
重
点
目
標
に
掲
げ
、

各
寺
が
目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
策
を
掲

げ
（
目
標
設
定
）、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

展
開
し
（
実
施
）、
そ
の
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
（
検
証
）、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
行
く
の
か
を
公
表
し
、
組

内
で
の
情
報
交
換
、
情
報
共
有
を
通
し
て

各
々
の
取
り
組
み
を
地
道
に
重
ね
て
い
ま

す
。自

他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
め
ざ
し
展
開
し
て
き
た
「
実

践
運
動
」
も
十
年
。
折
し
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
｜

１
９
）
の
猛
威
に
、
膝
を
交
え
な
が
ら
連

綿
と
続
い
て
き
た
ご
法
義
相
続
の
有
り
様

が
、
今
は
「
三
密
を
避
け
て
」
と
言
わ
れ
、

多
く
の
こ
と
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
ご
法
事
に
親
類
縁
者
が
集
え
ず
、
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
伴
っ
て
の
参
拝
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
葬
儀
に
お
い

て
も
、「
流
れ
焼
香
」
な
る
作
法
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
益
々
み
教
え
を
伝
え
る
場
や

ご
縁
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
中
な
れ
ば
こ
そ
、

「
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
危
機
感
を

も
っ
て
住
職
が
、
寺
族
が
、
ご
門
徒
が
と

も
に
向
き
合
い
、
話
し
合
い
、「
で
き
な
い
」

か
ら
の
新
た
な
「
一
歩
」
を
踏
み
出
す
契

機
と
な
り
ま
す
。
試
行
錯
誤
の
中
、「
従

来
の
難
し
い
言
葉
に
よ
る
掲
示
伝
道
を
、

よ
り
や
さ
し
く
親
し
み
が
持
て
る
言
葉

に
」「
お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
発
信
を

こ
ま
め
に
」「
文
書
発
送
時
に
一
言
書
き

添
え
る
」「
子
ど
も
食
堂
開
催
」「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
提
供
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
向
き
合
っ
た
一
歩
を
重
ね
て
い
ま
す
。

あ
る
教
化
団
体
の
大
会
開
催
を
機
に
、「
門

徒
同
士
の
団
結
力
が
強
ま
っ
た
」
と
喜
ば

し
い
声
も
聞
こ
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
組
内
寺
院
の
相
互
の
情
報
交

換
を
密
に
し
つ
つ
「
で
き
る
こ
と
を
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
」。
小
さ
な
一
歩
を
改

め
て
丁
寧
に
。
門
信
徒
で
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、「
み
ん
な
の
拠
り
ど
こ
ろ
、
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
よ
う
な
お
寺
を

め
ざ
し
、
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　山陰支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。

教
務
所
に
勤
務
し

早
一
年
。
で
き
る
こ
と

と
体
重
が
増
え
て

い
っ
た
一
年
間
で
し

た
。毎

日
が
新
し
い
経

験
で
あ
り
、
多
く
の

方
々
の
ご
指
導
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
非
常
に
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

の
目
途
が
立
た
ず
、
研
修
会
な
ど
の
行

職員

事
の
一
部
が
延
期
・
中
止
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
過
去
の
資
料
を
見
れ
ば
、
ど

う
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
か
は
概
ね
理

解
で
き
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
体
験
し

な
け
れ
ば
学
べ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
経
験
が
あ
ま
り
で
き
て
い

な
い
の
が
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

収
束
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
私
で

す
が
、
日
々
学
び
、
活
か
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
…
（
Ｋ
・
Ｒ
）
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編
集
後
記

小
学
校
の
教
科
書
を
音
読
す
る
長

男
。「
こ
れ
、
ど
う
や
っ
て
読
む
の
？

あ
ぶ
は
ち
と
ら
ず
…
」
情
け
な
い
こ
と

に
、
僕
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
の

み
。【虻

蜂
取
ら
ず
】
は
、「
虻
も
取
ら
ず

蜂
も
取
ら
ず
」
の
略
語
。�

ク
モ
の
巣

を
張
っ
た
ク
モ
が
、
虻
が
か
か
っ
た
の

を
見
て
取
り
に
行
こ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
蜂
も
ク
モ
の
巣
に
か
か
っ
た
の
で

虻
を
放
っ
て
お
い
て
蜂
を
取
り
に
行

く
。
す
る
と
、
虻
が
逃
げ
よ
う
と
す
る

の
で
、
ま
た
虻
の
方
に
行
く
と
蜂
が
逃

げ
よ
う
と
す
る
。
結
局
は
ど
ち
ら
も
捕

獲
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
身
に
覚
え

が
あ
り
過
ぎ
ま
す
…
。

「
御
院
家
さ
ん
。
最
近
、
孫
と
一
緒

に
重
誓
偈
を
お
勤
め
し
て
ま
す
よ
…
」

ご
門
徒
か
ら
聞
い
て
、
心
温
ま
る
瞬
間
。

牛
に
ひ
か
れ
て
善
光
寺
参
り
な
ら
ぬ
、

孫
に
つ
ら
れ
て
お
仏
壇
参
り
。
い
い
で

す
ね
ー
。
核
家
族
化
の
進
む
現
代
社
会

で
は
難
し
く
な
っ
て
き
た
、
家
庭
で
の

ご
法
義
相
続
。
浄
土
真
宗
の
伝
統
が
お

経
さ
ま
を
音
読
す
る
こ
と
で
守
ら
れ
て

き
た
部
分
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
よ

ね
。音

読
（
お
ん
ど
く
）
と
恩
徳
（
お
ん

ど
く
）
…
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
と
、
恩

徳
讃
を
声
高
ら
か
に
唱
和
で
き
る
日
の

到
来
を
心
か
ら
念
じ
ま
す
。（
Ｎ
・
Y
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

で
一
年
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

四
月
二
十
四
日
に
「
香
寳
寺
門
信
徒
総

追
悼
法
要
」
を
無
事
に
勤
修
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
法
要
は
、
香
寳
寺
の
伝
統
あ
る

法
要
で
、
歴
代
の
住
職
が
一
度
は
ご
門

主
さ
ま
を
お
迎
え
し
勤
修
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
た
び
は
即

如
前
門
さ
ま
に
ご
巡
教

賜
り
、「
総
追
悼
法
要
」

を
勤
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
住
職
の
代
で
は
勝

如
前
々
門
さ
ま
を
お
迎

え
し
、
昭
和
六
十
年
に

勤
め
ま
し
た
。
　

平
成
十
八
年
に
香
寳

寺
長
期
計
画
を
立
て
、

ご
門
徒
の
皆
さ
ま
か
ら

懇
志
を
賜
り
、
そ
れ
を
も
と
に
内
陣
及

び
塀
の
修
復
、
駐
車
場
整
備
な
ど
の
記

念
事
業
、
前
後
期
の
法
要
を
企
画
し
、

前
期
法
要
と
し
て
平
成
二
十
二
年
十
月

三
十
日
・
三
十
一
日
に
「
香
寳
寺
第

二
十
一
世
住
職
継
職
法
要
並
び
に
親
鸞

聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
お
待
ち
受
け

法
要
」、
こ
の
た
び
の
後
期
法
要
は
、
長

期
計
画
の
集
大
成
と
し
て
「
総
追
悼
法

要
」
を
勤
修
し
ま
し
た
。

ま
た
、
法
要
前
日
に
は
、
帰
敬
式
が

行
わ
れ
、
八
十
六
名
が
法
名
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
心
配
し
ま
し
た
が
役
員
・

参
拝
者
合
わ
せ
て
約
五
百
人
が
出
遇
い

難
い
尊
い
仏
縁
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
門
さ
ま
も

香
寳
寺
へ
の
想
い
を

持
っ
て
お
越
し
に
な

り
、
御
焼
香
・
御
法
話

を
賜
り
ま
し
た
。

法
要
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
中
、
思

い
が
け
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
が
起
こ
り
、
準
備
委

員
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
に
な
る
な

ど
準
備
が
滞
る
こ
と
が
続
き
、
ま
た
感

染
の
心
配
が
最
後
ま
で
気
に
か
か
り
、

無
事
に
法
要
が
お
迎
え
で
き
る
か
不
安

の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
組
内
法

中
、
ご
門
徒
を
は
じ
め
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
の
お

か
げ
で
無
事
に
勤
ま
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
有
難
い
ご
縁
で
あ
り
ま
し
た
。

鳥取伯耆組 香寳寺

上　杉　信　成

香寳寺門信徒総追悼法要
（前門さまご巡教）

うえ すぎ しん じょう

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
、「
親
鸞
聖

人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇

年
慶
讃
法
要
」
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
十
月
三
日
（
月
）、

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
山
陰
教

区
・
本
願
寺
山
陰
教
堂
に
お
け
る
慶
讃
法

要
を
修
行
い
た
し
ま
す
。

法
要
は
「
新
制�

御
本
典
作
法
」
の
依
用

作
法
を
お
勤
め
し
ま
す
。
結
衆
と
し
て
各

組
お
一
人
ず
つ
の
出
勤
を
お
願
い
し
、
ま

た
、
雅
龍
会
の
皆
さ
ま
に
は
奏
楽
員
と
し

て
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
記
念
布
教
は
特
命
布
教
使
の
服

部
法
紹�

師
（
安
芸
教
区
安
芸
南
組
登
照

寺
）、
協
賛
行
事
で
は
「
法
話
と
落
語
」
を

テ
ー
マ
に
釋�

徹
宗�

師
（
相
愛
大
学
学
長
）

と
月
亭
方
正�

氏
（
落
語
家
）
に
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
法
要
へ
の
ご
参
拝
に
つ
い
て
は
、

各
組
毎
に
参
拝
人
数
を
定
め
、
各
組
長
さ

ま
に
お
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。

※
掲
載
内
容
は
、
七
月
三
十
日
現
在
の

情
報
で
す
。

山
陰
教
区
・
本
願
寺
山
陰

教
堂「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八

〇
〇
年
慶
讃
法
要
」に
つ

い
て
（
お
知
ら
せ
）


